
完成図 組立て部品

1 レッグフレームにキャスターとパイプフレーム(大)を取付けます。

総耐荷重 80kg

使用ボルト・小部品(スタンド組立て用) 使用ボルト・小部品(ディスプレイ取付け用)

⑰ワッシャー（特大）
×2個　

⑱ボルトA×8本〔M6×15〕

⑳ボルトC×10本〔M6×15〕

⑯ストッパー×4個

⑭ホルダー(小)×4個

⑮ホルダー(大)×2個

⑲ボルトB×8本〔M6×12〕

❶レッグフレームをひっくり返して、
　キャスターを差し込みます。

❷レッグフレームを再びひっくり返し、
　パイプフレーム(大)を差し込みます。

⑥レッグフレーム裏面

⑥レッグ
　フレーム

⑰ワッシャー（特大）

①パイプフレーム(大)

⑦キャスター
　(ストッパー付き)

⑦キャスター
　(ストッパー付き)

※パイプの先が少し
　細くなっている方
　が下になります。

※奥までしっかりと
　差し込みます。

※抜け止めのために、
　ワッシャー（特大）を
　ボルトEで取付けます。

※カチッと音がするまで確実に差し込んでください。

52型以下で重量58kg以下の
フラットディスプレイ専用です。

組立て作業は必ず大人二人以上で行ってください。
落下や破損、けがなど思わぬ事故の原因になります。

ディスプレイ用
ブラケット寸法
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使用ボルト

ボルトE〔M8×40〕

⑩パイプフレーム(小)×2本

⑥レッグフレーム×1個

⑬キャップ×2個

②ケーブルダクト(上)
×1個

③ケーブルダクト(下)
×1個

⑫パネル×1個

⑪連結金具×2個

①パイプフレーム(大)
×2本

④棚板×2枚

⑨ディスプレイ用
ブラケット (大)

×2個

⑧ディスプレイ用
ブラケット(小)

×2個

⑤棚板用ブラケット×4個

⑦キャスター(ストッパー付き)
×4個

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
この製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

液晶・プラズマディスプレイスタンド（CR-PL3）組立説明書
★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー

Ver1.0

　ボルトD×4本〔M4×6〕

　ボルトE×2本〔M8×40〕

　ボルトE六角レンチ×1本

　スペーサー(小)
×8個

　スペーサー(大)
×8個

　ワッシャー(小)
×4個　

　ワッシャー(大)
×4個　

M4ボルト×4本〔M4×30〕

　M5ボルト(小)×4本〔M5×15〕 　M5ボルト(大)×4本〔M5×30〕

　M6ボルト(小)×4本〔M6×15〕 　M6ボルト(大)×4本〔M6×30〕

　M8ボルト(小)×4本〔M8×15〕 　M8ボルト(大)×4本〔M8×40〕

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（CR-PL3）
　と下記の部品番号（①～　）と部品名（棚板など）を
　お知らせください。



2 ケーブルダクトを取付けます。

4 棚板を取付けます。 5

3

3

棚板用ブラケットを取付けます。

パネルを取付けます。

❶ケーブルダクト(下)を取付けます。 ❶棚板用ブラケットにホルダー(小)をはめて、
　パイプフレーム(大)に差し込みます。

❶棚板用ブラケットに
　ホルダー(大)をはめます。

❷パイプフレーム(大)に差し込みます。 ❸ボルトCで固定します。

❷ケーブルダクト(上)を差し込みます。 ❷ボルトCで固定します。 ❸同様にしてもう片方のパイプ
　フレームにもブラケットを取
　付けます。

ボルトD

④棚板

※付けにくい場合は
　ブラケットのボルト
　をゆるめて位置を
　調整してください。

※ブラケットのボルトをゆるめて
　棚板の高さを調整してください。の作業を繰り返してから、

もう一つの棚板を取付けます。

⑲ボルトB

※ボルトAと間違えないよう
　注意してください。
　ボルトBはボルトAより少し
　短く、8本あります。

※ケーブルダクト(下)に
　かぶせるように差し込
　みます。

③ケーブルダクト(下)

断面図

裏から見た図

※ケーブルダクトは
　小さい方が下側に
　なります。

③ケーブル
　ダクト(下)

②ケーブル
　ダクト(上)

②ケーブル
　ダクト(上) ⑤棚板用

　ブラケット

⑳ボルトC
※六角穴付き
　ボルトです。

⑳ボルトC
※六角穴付き
　ボルトです。

断面図

拡大図

横から見た図

⑤棚板用
　ブラケット

⑭ホルダー(小)

⑭ホルダー(小)
⑤棚板用
　ブラケット

使用ボルト

⑳ボルトC〔M6×15〕
※メジャー等で測り、
　高さを合わせます。

※ホルダー(小)を
　はめて差し込みます。

使用ボルト

⑲ボルトB〔M6×12〕

※位置が決まったらボルトを締めて
　しっかり固定してください。

④棚板裏面

長い

短い

ボルト穴

手前

拡大図

横から
見た図

⑫パネル ⑮ホルダー(大)

⑮ホルダー(大)

⑫パネル

※ホルダー(大)が
　外れないように
　注意してください。

使用ボルト

⑳ボルトC〔M6×15〕

正面から見た図

上
⑫パネル

※任意の高さに調節
　してください。

※ケーブルダクトの穴に
　指などを挟まないよう
　に注意してください。

使用ボルト

ボルトD〔M4×6〕



6 ケーブルダクト(上)を固定し、
キャップを取付けます。

8 ディスプレイ用ブラケット(小)をパネルに取付けます。

7 ディスプレイ用ブラケット(大)をディスプレイ裏面に取付けます。

ケーブルダクト(上)を
引き上げて、パネルの
下に固定します。

②ケーブル
　ダクト(上)

　ボルトD

⑱ボルトA

⑬キャップ

使用ボルト

ボルトD〔M4×6〕

保護シート

ディスプレイ
裏面

　M4～　M8ボルト
※ディスプレイのボルト穴に太さ・長さを
　合わせてください。

※M4、M5ボルトの場合、ワッシャーを
　使用してください。

　M4ボルト
　M5ボルト(小)
　M5ボルト(大)

⑨ディスプレイ用ブラケット(大)
※横に穴の空いている方が
　上になります。

42～705mm
(ディスプレイ裏面の
 ボルト穴に合わせます。
 複数ある場合、400mm
 以上がおすすめです)

60～500mm
ブラケットは出来るだけ
上下の中心に置いてく
ださい。

※毛布などの保護シートを下に敷き、ディスプ
レイへの傷や破損に十分ご注意ください。

※ディスプレイに付属しているスタンド類は取
外してください。

　スタンド類の取外し方法はディスプレイの取
扱説明書をご参照ください。

正面から見た図

矢印の方向が上に
なります。

二ヶ所の穴で
取付けます。

⑧ディスプレイ用ブラケット(小)

使用ボルト

⑱ボルトA〔M6×15〕

使用ボルト

⑱ボルトA〔M6×15〕

※ブラケット(大)の取付ピッチ=P

P

P=400mm未満の場合

※取付け作業中はディスプレイや周辺機器の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。

※ボルトが最後まで締まらない、またはボル
トが少ししか回っていないなど、ボルトが
合わない場合は強度に十分ご注意のうえ、
市販の適切なボルト類をご用意ください。

※ケーブルダクトの穴に
　指などを挟まないよう
　に注意してください。

一番外側のボルト穴に取付けます。

正面から見た図
⑫パネル

⑱ボルトA

正面から見た図

矢印の方向が上に
なります。

二ヶ所の穴で
取付けます。

⑧ディスプレイ用ブラケット(小)

P=400mm以上の場合

一番内側のボルト穴に取付けます。

正面から見た図
⑫パネル

※ディスプレイのボルト穴部分にくぼみ　
　ある場合、スペーサーを使用してください。
⑨ディスプレイ用
　ブラケット(大)

ディスプレイ裏面の
くぼみにボルト穴

※くぼみの無い場合、スペーサーは必要ありません。

スペーサー(小)または
スペーサー(大)

　ワッシャー(小)
　ワッシャー(大)

　ワッシャー(大)



10 パイプフレーム(小)をパネルに取付けます。

⑩パイプフレーム(小)

※メジャー等で測って、
　同じ長さにします。

※ブラケット(大)の取付ピッチ=P

P=400mm～705mmの場合

P

※パイプフレーム(小)を差し込みます。
　図の位置にストッパーを通します。

※パイプフレーム(小)を差し込みます。
　図の位置にストッパーを通します。

P=400mm未満の場合

⑯ストッパー
※締め付けて
　固定します。

⑩パイプフレーム(小)

⑯ストッパー
※両端に仮固定します。

9 パイプフレーム(小)と連結金具を取付けます。

※パイプフレーム(小)を差し込みます。
　図の位置にストッパーを通します。

※パイプフレーム(小)を差し込みます。
　図の位置にストッパーを通します。

※パイプフレーム(小)を差し込みます。
　図の位置にストッパーを通します。

※パイプフレーム(小)がディスプレイの
　中央に来るように調節し、ストッパー
　を締め付けて固定します。
※ボルトAはゆるめに取付けます。 ※ボルトAはゆるめに取付けます。

※ボルトAはゆるめに取付けます。※パイプフレーム(小)がディスプレイの
　中央に来るように調節し、ストッパー
　を締め付けて固定します。

⑱ボルトA

⑩パイプフレーム(小)

⑯ストッパー

※メジャー等で測って
　同じ長さにします。

⑱ボルトA
⑪連結金具

⑪連結金具

P=75mm以下の場合

※ブラケット(大)の取付ピッチ=P

P=75mm～400mm、670mm～705mmの場合 P=400mm～670mmの場合

P

⑱ボルトA

⑩パイプフレーム(小)

⑯ストッパー

※メジャー等で測って
　同じ長さにします。

⑱ボルトA
⑪連結金具

⑪連結金具

⑱ボルトA

⑩パイプフレーム(小)

⑯ストッパー
※両端に仮固定します。

⑱ボルトA
⑪連結金具

⑪連結金具

使用ボルト

⑱ボルトA〔M6×15〕

使用ボルト

⑱ボルトA〔M6×15〕

使用ボルト

⑱ボルトA〔M6×15〕



パイプフレーム(小)を連結金具で繋ぎます。

※ゆるめに取付けておいた上側の
　ボルトも締め込みます。

⑱ボルトA

⑱ボルトA

手順　　　　でパイプフレームの両端に仮固定していた
ストッパーを全て固定します。

両端に仮固定しているストッパーがある場合

※両端に仮固定しておいた
　ストッパーをブラケット
　まで寄せ、締め付けます。

使用ボルト

⑱ボルトA〔M6×15〕

ディスレイを取付けます。11

ディスプレイを固定して完成です。12

⑨ブラケット(大)
※ブラケット(大)が(小)の内側になります。

⑧ブラケット(小)

ディスプレイ

※ディスプレイ取付けの前に取付け位置をご確認ください。

取付け後・正面から見た図

⑨ブラケット(大)
※ブラケット(大)が(小)の外側になります。

⑧ブラケット(小)

ディスプレイ

取付け後・正面から見た図

※ブラケットが当たらないよう互い違いにします。

⑧ブラケット(小)

ディスプレイ

取付け後・正面から見た図

※この時点ではまだ固定されていません。
　落下等に十分ご注意ください。

※左図で確認した位置に
　引っ掛けます。

P=355mm～400mmの場合 P=400mm～705mmの場合P=355mm未満の場合

※作業は必ず大人二人以上で行い、ディスプレイへの
傷や破損に十分ご注意ください。

　部品やディスプレイに手や指などを挟まないように
ご注意ください。

互い違いにします。
ディスプレイ

片方はブラケット(小)が内側、
もう片方は互い違いにします。

9 　10

ディスプレイ

⑨ブラケット(大)

⑧ブラケット(小)

⑧ブラケット(小)
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